
＜教育長だより 105 号 朳差岳朝日に映えて 令和 8 年 9 月 30 日＞ 

「なぜ？」を追究 

╴堂々と発表した関川の子どもたち╴ 

教育長 津野 庄一郎 

 9 月 25 日、第 62 回村上市岩船郡児童

生徒「科学研究発表会」が開催され、参

加しました。本発表会は、村上市岩船郡小・中

学校教育研究会が主催し、村上市理科教育セン

ターが主管しています。来賓を代表して挨拶さ

れた村上市の遠藤教育長は、62 回もの歴史を刻

んできた郡市内の小・中学生の努力に感謝し、

「科学の不思議に目を向けて、たゆまず研究を

続けてほしい」と激励されました。 

関川小学校 4 年生の渡邉
わたなべ

遼
とお

一
い

さん(中学年部

門)は、「オジギソウはやっぱりフシギソウ～オジ

ギソウにおじぎをさせるな！大作戦～（オジギソウ 2 年

目の研究）」という研究テーマで、植物と温度、

葉の内部の信号に着目して予想を立て、オジギ

ソウを冷蔵庫やビニールハウス、カッターなど

を使って実験・観察・分析しました。 

6 年生の横山
よこやま

諒
りょう

さん(高学年部門)は、「水を吸収するものとしないもの」に着目

し、素材の異なるもので実験を行いました。小さじ一杯分の水の吸い込みの速さを

10 回に渡って計測し、その平均値を比較することで結果を導きました。 

関川中学校１年生の石田
い し だ

真
ま

悠
ひろ

さん（物理・化学部門）は、机に付いた水はすぐに

拭き取れるのに、服に付いた水は拭いてもなかなかとれないことに疑問をもち、

「物の吸水性」に着目。異なる素材を用いて実験を行い。得られた平均値を比較・

検討しました。 

3 名に共通しているのは、一定の条件の下で実験や観察を粘り強く行い、信頼で

きる数値を基に考察している点です。また、プレゼンテーションもしっかりと作り

込まれてあり、堂々とした発表が光りました。 

関川の子どもたちには、これからも世の中の事物・現象に興味・関心をもち、自

分で「問い」を立て、粘り強く追究する力を身に付けてほしいと思います。 

ご指導くださった先生方、そして子どもたちを支えてくださった保護者の皆様、

関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 

＜【写真】上：石田さんの発表、中：横山さんの発表、下：渡邉さんの発表＞ 


